
安安  全全  

需要者が、いつでも安全な 

水を飲める水道 

 

 

 

強強  靭靭  

水道施設の適切な管理運営 

のもと、耐震化や危機管理 

体制の充実が図られ、被災 

した場合であっても迅速に 

復旧できる水道 

持持  続続  

給水人口や給水量が減少し

た状況においても、健全かつ 

安定的な事業運営が可能な

水道 

 

基基本本理理念念  

暮らしを守り、信頼される水道供給を目指して ～登別の未来へつなぐ安全な水道～ 

 

 

 
1. 登別市水道事業ビジョン策定の目的と位置づけ 

 

人口減少及び生活様式などの変化により、水需要が減少する中で、水道施設の多くが老朽化し、その更新が課

題となっています。これらの課題に対応していくためにも、登別市水道事業の現状と将来見通しを分析・評価し

た上で、目指すべき将来像を描き、その実現のための方策等に基づき着実な事業運営を図る必要があります。 

「登別市水道事業ビジョン」は、本市の総合計画である「登別市総合計画」を踏まえ、平成 25 年に厚生労働

省が公表した「新水道ビジョン」で掲げられた「安全」、「強靭」、「持続」の観点から今後の水道事業が目指すべ

き方向性と方策を示すものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 基本理念と理想像 
 

理想像は、水道のあるべき姿を示し、基本理念は、関係者が取り組みを進める上での共通の目標となるような、

事業の現状や地域特性等を踏まえ、水道事業の政策課題である「安全」、「強靭」、「持続」の視点に留意しつつ、

登別市水道事業の 50 年、100 年先を見据えて設定します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3. 水道事業の概要 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 水道事業の現状評価・課題 

  （水需要の動向） 

 平成 17 年度の給水人口は、52,672 人でしたが、平成 26 年度には 49,504 人まで減少しています。この

人口減少は、平成 27 年度以降も続き、目標年度である平成 37 年度には 44,820 人となる見通しです。 

一方、一日最大給水量も、給水人口の減少に伴い、減少傾向を示す見通しとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 登別市上水道事業 備考 

認可年月日 平成 23 年 3 月  

計画目標年度 平成 32 年  

計画給水人口 50,200 人  

現在給水人口 49,504 人 H26 年度 

計画一日最大給水量 16,000m3/日  

実績一日最大給水量 15,434m3/日 H26 年度 

『登別市水道事業ビジョン策定』 
計画期間平成２８年度～平成 37 年度 

さまざまな課題に対応が必要 

登別市総合計画 厚生労働省 新水道ビジョン 

登登別別市市水水道道事事業業ビビジジョョンン（（案案））  概概要要版版  

水道事業経営に 

おける課題 

水質管理 

自然災害 
経営基盤強化 

施設の老朽化 

料金収入減少 
給水人口減少 

サービスの向上 

水需要減少 

ビジョン(案) Ｐ１～３ 

ビジョン(案) Ｐ４～５ 

ビジョン(案) Ｐ６ 

配水量割合（H26） 登別温泉浄水場水系：27.9％  幌別浄水場水系：32.5％  千歳浄水場水系：39.6％ 
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一日最大給水量（実績） 一日最大給水量（推計） 給水人口（実績） 給水人口（推計）

＜平成17年度＞

給水人口 ：52,672人
一日最大給水量：16,915m3/日

＜平成26年度＞

給水人口 ：49,504人
一日最大給水量：15,434m3/日

＜平成37年度＞

給水人口 ：44,820人
一日最大給水量：13,790m3/日

＜平成42年度＞

給水人口 ：42,220人
一日最大給水量：12,830m3/日

＜平成17年度＞

給水人口 ：52,672人
一日最大給水量：16,915m3/日

＜平成26年度＞

給水人口 ：49,504人
一日最大給水量：15,434m3/日

＜平成37年度＞

給水人口 ：44,820人
一日最大給水量：13,790m3/日

＜平成42年度＞

給水人口 ：42,220人
一日最大給水量：12,830m3/日

ビジョン(案) Ｐ７～１１ 



 （財政の見通し） 

 現在の経営状況において、必要な施設整備等を進めていった場合、赤字経営となり、内部留保資金が底をつ

く見通しとなります。この対策として、企業債借入額や施設整備費用の抑制、また、料金体系の見直しなどが想

定されますが、将来を見据え、慎重に検討する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.現状評価の結果と課題のまとめ 

 

登別市水道事業の現状を評価し、評価結果から抽出した課題を下表に示します。 

課題 具体的な内容 
関連する 

目指すべき方向性 

①老朽化施設の対策 

・登別温泉浄水場、幌別浄水場、主要配水池が今後 10 年の間に耐

用年数を迎える。 強靭・持続 

②老朽管の対策 

・今後 10 年間で耐用年数を迎える管路を更新すると年間約 9km 

の更新が必要である。 強靭・持続 

③耐震化対策 
・登別温泉浄水場、幌別浄水場は未耐震化である。 

・主要配水池の一部を除いて、未耐震化である。 強靭 

④登別温泉浄水場の対策 
・急激な原水の濁度変化に対応できない。 

・他系統からのバックアップルートが確保できていない。 安全・強靭・持続 

⑤幌別浄水場の対策 

・高速凝集沈澱池は容量が不足している。 

・電気設備は、設備が古く、補修部品が無い状況である。 

・渇水期の取水量不足や急激な原水の濁度変化に対応するため 

新たな水源の確保が望まれる。 

・急激な原水の濁度変化に対応できない。 

・老朽化が著しく、未耐震化である。 

安全・強靭・持続 

⑥資金確保の対策 

・給水人口、給水量減少に伴い給水収益が減少する。 

・施設の更新、配管布設替え費用が増大する。 

・今後必要と思われる事業を実施していくと赤字経営となる。 
持続 

 

 

 

 6. 基本目標と今後 10 年間の取組姿勢 
 

基本目標を達成するために、今後 10 年間で取り組んでいく内容を下表に示します。 

区分 取組内容 基本目標 取組による効果 

水源・水質 水質管理体制の構築 

水質管理体制の構築 
水源汚染リスクの監視・管理の強化 
水源保全の取り組みの推進 
適切な水質検査の実施 

安全で良質な水道水を常時お届けでき

ます。 
 

水道施設 

施設の耐震性確保 
耐震性の確保 
重要給水施設配水管の耐震性の確保 

大規模な地震時においても、水道施設

の被害が極力抑えられ、必要な水の供

給確保が可能となります。 

施設整備計画の策定 水道施設の再構築 
効率のよい施設整備を行うことで、更

新に要する事業費を削減できます。 

利用 
サービス 

給水の安全性に関する支援 
貯水槽水道の衛生対策 
給水装置の安全性の向上 

給水の安全性が向上し、より安心して

水道水を利用して頂けます。 

適切な情報公開、利用者との 
コミュニケーションの充実 

安全性に関する情報公開 
水道サービス向上に向けた情報収集 

積極的な情報提供や双方向のコミュニ

ケーションを図ることにより、水道を

身近に感じて頂くことができ、よりよ

いサービスの実現が可能となります。 

経営 

財政基盤の強化と経営の効率化 
水道未利用者への水道利用の啓発 
経営状況の改善 

安全な水道水を安定供給できる健全な

経営が維持されます。 

技術力の確保・向上 
職員の技術力・組織力の強化 
民間活用の検討 

水道事業の管理・運営レベルが向上し、

経営の効率化を図ることができます。 

広域化の推進 広域化への取組の推進 

他事業体との連携を図ることにより、

事業運営の効率化・技術レベルの向上

が期待できます。 

災害時 災害時の緊急体制の構築 

応急給水体制及び応急活動体制の構築 
災害時指揮命令系統の理解度向上 
災害時の資機材調達体制の構築 
耐震化事業及び応急給水に関する需要 
者理解度向上 

被災時における応急給水を確実にかつ

円滑に行うことができます。 

   

 

 7. フォローアップ 
 

本ビジョンで示した施策を確実に実施していくために、以下の点に留意して事業運営に取り組みます。 

① 水道事業ビジョンの目標の達成状況、進捗状況を公表します。 

② ＰＤＣＡサイクルに基づき、継続的に改善を図りながら、効果的・効率的 

  に事業を運営します。 

③ 本水道事業ビジョンは、変化する事業環境に対応するために、計画期間の 

中間である平成３２年度に必要に応じて見直しを検討します。 

 

 

ビジョン(案) Ｐ１２～１３ 
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給水収益と純利益・純損失

純利益・純損失百万円 給水収益百万円

実績 推計

※H27は予算額
（H26）838百万円

（H42）726百万円※16年間で112百万円減少

※H31年度以降赤字経営となる

（H26）78百万円

（H42）-135百万円 -2000
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内部留保資金

内部留保資金百万円

実績 推計

※H27は予算額（H26）530百万円

（H42）-1331百万円

※H31年度以降、内部留保資金が底をつく

ビジョン(案) Ｐ１5～１6 

ビジョン(案) Ｐ２６ 

登別市水道事業ビジョン（案）概要版  平成２７年８月 

登別市都市整備部水道室水道グループ 

Action 

・計画見直 

・改善計画 

Check 

・要因分析  

・効果検証  

Do 

・計画実行  

・管理運営  

Plan 

・計画策定 

・目標策定 


